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2 弘注目的

北海道の亜塞帯性針葉樹林帯:ておける更林去を天然,人工の別なく,そのところの環境に立 

啣したもっとも合理的な方区を孫立する。

3 昭却4 2年度の経退とえられた給吳

前住度に引続ぎ,つぎの項目R分けて云:験が進められた。

1. 針瑯涌生推樹の保育

2. カンパ類の下助更新

5.スエ弛林法(土壤の特性を含む)

1•針葉樹前生稚樹Q保育

前生稚椒の現存習・生長と相対照度,前生秘松の备排’!Eの津存址•ならびに生育と林内 

04照脏との関係を求めるため,オ弄度は河寒店山砂！•葉附昨対象としてつぎの地!?で 

观査を突施した。

帯広當林局足寄営林辑部内針兼耕怵

册査点8 书飛太 4 5本

同局网探営林电部内針第供竦

狎な点 5 Wせ木 3 8本

これらについて針刻生碓樹の相対生長生席構捕を林内の相対照広と民I連せしめて, 

林戒・林束剽别に後折してい如

除華剤による推&Iの保術r1ついては用川街林局大驾肯林名部内で昭利Z 9尔15号台 

敏被吿地にあるダグカンパ・エゾマッ・トドマッ・ア刀エゾマッ液车林内のクマイザサ 

純都藩也に除用剤を撤布したか所以,現做葉枕の役入は绍めら,Iない。

2.カンバ烦め下植更新

函伺’営林局岩内•俱知安・両常株珞省内で夹施甲のダケカンパの下祁,更新について洲我試
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験の結果を函館営林局実施の成績とあわせ熱告した.その够約はつぎのようである。

U)更新を期待すろ枳粉

現在北海迅您分布するカンパ顒として,ウダイカンパ,レラカンパ・ダリカンパ 

の5.がもっとも多く ,外にヤエガワ刀ンパ・卜ガチカンパ・アボイカンパなどが 

僅かに,しかも局所的に分布する。林范的にカンノ測をみた場合に,その対裳にな 

るのは削の3林:曄であZ•か,さらに天然更所の立場からみるとダ〇カンパ1河がそ 

の対按となる。その理由を述べると.は布•林がカンバ類の天然更新を华炙的に恂! 

する用合・その大部分はトトFッなどの歩ゆ様の人工洛林ネ,るいほ:略更新の不可 

能地か困建地である温な指故4 5 "〜5 0 °以下の濫?II絶であり.この地岐に自生 

するものはダケカンバしか封歐:てならないからである。

b)更新可徙立地条件

ダケカンバの天然更所を朋轉できる植生位はササ電で,しかも林束処理後は大型 

草本が侵入しにくいところ,すなわち亜鬼带件外葉邸林带で伐觀やササ除去にxっ 

て湿地化して広g型革本が占めるか所が除かれる。瞄の方位は北面の傾斜址"蹭 

必ずしも適地といえないが.5 0皈 下であれは更祈の謔・になるとは考えられな 

い。更沂条件として母耕の所在は卒制く此安全性をな殊して.堆陟中心として7〇 

m半径か更新有効距能とみられた。

C ) 地酣ー方法と明期

地府方法は备穂の組合せがあるが,更辨陵の保依の手故を極力小なくするとすれ 

ば除茹剤処理->火入れ.または 除却剤処理一>かき起しの方法か.その嵌のササ 

の回復の面からもっとも効果的である。地瞄期について横紂すれは・刈払い時期 

は7月上句まで,火人れの嘛期は7月下句〜8月上句である。除草期翊会火入れ 

地締のと・は放龍時盼!が6月ド旬〜7月上句となろ°いずれてしてもダケカンパの 

タネの疝放!W倒网Iであん8月下可前に劾溢が完了していなければならない。

d)保谷の方法と時期

ダケカンパの案陰の下限はおよそ相対照废7 Qすである。発生1加亘の下刈は神 

伊の濟髙が低いので約10E刈り蘇をあげることにより稚樹を刈払うことなく , k 

屈核仪物力(X除くことがでさる、.浏Z企白ないし饲34E目の下刈は1〇〜t 5 cn(D 

刈り高で金刈を行ない,传樹もともに刈払われるか.曲芽:によって再ぴ生長を栈け
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る。除華剤を使用する好合は必らず塩素系の除草削heあたり减布帰を10 0时以 

下とする。整2〜3年目の下刈郷期は5月下旬から6月下句が玄圳である。下刈« 

よって切断された稚樹の荫斐発生とその従の伸畏は時期が早い以どR好である。

〇)人工下段その仙

人工下種の!^期は自然と合せて必らず秋條缶前に班行する,做f は噸迅ダネh a 

あたり坪まきの・合は2康,筋まき,平まきは2.5〜3 Kクを節帝とし,タネの充実 

度・利・地の条件によって其宜加波する。坪まきの場合は5 〇〜6 0 mガ修穴をh a 

あたり4.0 0 〇〜5. U 〇 〇を標準とする:,

この顏ま倉付後かなりの力で鈕圧することが必吸である。

伏揉年か結定年と一致しないときは.しいて人工下例てよらず・母伊を計術通り

R残して伐援だけを先行し・下和:のための揪癖を結実年に合せろ。

米 林斐試験場北海道支圾・函館営林局:カンパ類の下秋更新一>グケカンパを主 

としてー»19 6 8. 5

i人工透林法

今年度は主として商将也の土壤锹tについて.つぎのような牌査を行なった。

太迫の高察地と云われるJ蜒の代表地点として.大％及び眾戸両亦英がを選ぴ,これら 

地皿の土壤について纏資を行なった。この場合クマイザサなどが優占する地域と・セン類 

ツッジ類が優占すろ地域と度分けて.土壌我態を部査した。

クマイザサなどサ、類が傷占する地城についー«両华策区の士竹;をみると.大告也必はは 

新4J〇 m内外ほ火山吹力堆早するところがあるカ;,全段的には崛質に窩む土塊からなる「

貝A申况さは前・と同嫌に火山灰紹被われているが,この状態力:広く,その下もまた矽 

質または火山浮石類力・らな.る火山噴出物が堆稍し・複婉な扫理断而を示している。

土申斷面ならぴに無檢絹質物の状態をみると,大宵小業日・のそれはAJ育よリB网に鉄・ 

ならぴにアルミニウムの移動,桀部が暖められる。的戸書聲区においては,土嘘の堆積様 

式が前老在比べて换雄で,これら無援膠質物の秒血も勇浚ではないが,退去の土壊網おい 

てん・•&腐を榊成する土觀でも,各临ぽ鉄,丁ルミニウムの秘助,増功が認められる。こ 

れらの紹架.际・案区の土坂ともボドゾル化作用を祓ってい,ると考えられる“

つぎに各頒セの盛植含盼をみると,大'匕圳樂辰のそれは下括怔いたろまで比戒的多盘の 

祸柩を含んでいる 断而の外覗や腐植・含说の傾向から・大・.十J;業区のものは湿性ボドゾル 

化土噌(PW )に分知される。的’沿・蒙区のものは複雑な堆稜様式をしていろため•桐者 

のよ5に形態的に明らかに分粉でぎないが.ポトゾル化をうけたセ据と考えられる。大 

•冽【况I?では海抜1.0 〇 0 m以上の地城に云く,：2濁 戸•邪葉顷では6 0 0～7 0 〇 m 

以上の地域时分布するようである。

セン加・ツソン珀が:^床に侵占し,Mor ,また(XModerの形態をとる推材咚斂が 

地表を祝5う地坡についてみると,か5(る地W却£笋業:0とも局所的^あるが,トドマッ 

の天然更所が必んに行なわれつつあるところか多い。

そしてこういうJ輙も岩時地からなるところと,普通の土垣i〇、スなるところに分けら 

れる。加地は别として,玄れ以外の七壌・は一般に彌逐のポト・ゾルイI: 土壊からなる。た 

だ昭戸小菸けの埃合には,トドマツの更新が認められる地点炉以上のMo rまたはMo 

d°rのような遊珀找橄C楓いIたところ度限られないで,さきにのべたクマイザサな 

ど;て後占され•Mul!の形旎をとる堆料院慎を冇し.かつ钩依のポドゾル化作用を彼 

っている土鳩においても忽められる。

4 昭和43年度の試也計画

本年度は!B?nい年度の新規研砌題 「トドマツ・エゾマッを中兀、とした天然林施华の基 

颇勺码冗Iのなかに含めて実施することになった。つぎに谷項目の銭編十画はつぎのようであ 

る。

1•伊葉榭前生の保育

上米の渾密度•林制姓別の前生稚栖の現存付ならびに生育と相對照度との购,てつい 

ては昭和4 〇年皈よりE、年!H:の殺料が菓移されたので.今年度はその資料の路理およぴ 

取り点とめを行ない.その結果を報吿する予定で北る。除革剤J:る稚枳の保育«ついて 

区定山覆またはタ扶試験地忆新らたに散金地を設け調灸を進める予定である。

2.カンバ類の下種更淅

的年度の轮括とりまとめ％吿により完了した<»

&人工冶:林法

海抜髙別懐成比叔試沒地については岩内•大雪両試験地におげるトドマツ、アカエゾ< 

ッの生艮睛存を行う,

刘・林法の崎寸および土坡对性はついては今年度は現地調査を行なわないで,従来の負 

料の分析およひ假理を行ない,その聽括的とり•至とめを行なう。
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